
8月発行

Vol.06

夏の日差しが眩しいこの頃、お健やかにお過ごしのことと存じます。
日頃は、ひとかたならぬご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
2023年6月をもって任期である4年間のうち、折り返しとなる2年が経過をいたしまし
た。17万人市民の声を代弁する議員として、これからも決して初心を忘れることなく
務めてまいります。この度、6月の常任委員会人事において企画総務委員会に所

属となりました。企画総務委員会とは、総合政策部、総務部、危機管理局、資産経
営局、会計課、消防本部など内容は多岐にわたります。これからの1年も真摯に取
り組んでまいります。よろしくお願いいたします。
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5月14日西尾市役所において、7年ぶりに議会報告

会が開催されました。私の所属する、議会改革検討

委員会での報告は、議員定数適正化についても触

れました。

私は当初から、議員定数は現在の30名から28名
に削減すべきだと、発言をしてまいりましたが、他の

議員からの「議員定数を減らす議論よりも、議員の資

質をいかに高め、民意の反映をどうするかの議論が

重要である。」という意見を受け、議員の活動を市民

に理解してもらえるよう議会の見える化を推進すると

して、議会改革検討委員会での意見は、議員定数は

現行通りの30名との結論を議会運営委員会に提出

をいたしました。

議会改革検討委員会での報告

活 動 報 告

小林たかゆきからのメッセージ

7月29日JA西三河幡豆支店において、

小林たかゆき市政報告会を開催しました。

内容は次号にてお知らせいたします。



議会のご報告
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市民病院経営強化プランについて

⻄尾市議会動画

小林たかゆきの議会一般質問の
動画をご覧いただけます。

MOVIE

6月定例会では、実質22年連続赤字が続く市民病院が新たに発表した
経営強化プランについて一般質問を行いました。

診療代、入院代等の未払いは年間いくらあるか。

市民病院事務部長

令和3年度の患者負担分未収金は、入院・外来合わせて779件で1,116万9,760円。

調定額に対する未収率としては1.5%。また、4年度は577件で1,432万5,371円。

未収率は2.0％の見込みである。

診療科が22科とあるが、実質医師がいないなど十分な対応ができない診療科はあるか。
また、その対策はどのようにしているか。

市民病院事務部長

22診療科のうち常勤医師がいない診療科は、呼吸器外科、泌尿器科です。

常勤医師がいない診療科の対策としては、代務医師に勤務していただいており、

外来診療を呼吸器外科では週1回、泌尿器科では週3回実施している。

本市が考える「市民に選ばれる病院」とはどのような病院をイメージしているか。

市民病院事務部長

17万人市民の命を守る中核病院として、地域の医療機関や市民の皆さんとの連携を強め、

高齢になっても住み慣れた地域で安心して自分らしい暮らしを続けられるよう、基幹的な

役割を果たして支えていける施設でありたいと考えている。そのためには、「市民に選ば

れる病院」として、患者さんやそのご家族と手を携えて、お互いがパートナーとして寄り添

える関係性を構築し、医療の最後の砦として信頼される病院でなければならないと考えて

いる。

この経営強化プランは、5年間で常勤医師が9人の増員により黒字化を目標とした計画であること。

常勤医師が順調に増員できれば、急速な少子高齢化が一層進展する当地域で大幅な医業収益増が期待できるとの

答弁をいただきました。

常勤医師がいない診療科等で、安城更生病院からの非常勤医師の派遣協議や
調整を進めていくとあるがその詳細は。

市民病院事務部長

令和4年度から安城更生病院と新たな協定書を取り交わし、脳神経外科と心臓血管外科

の医師が当院で外来診療を行なっている。

5年度からは、小児科、整形外科の医師も派遣してもらい、外来診療を行なっている。
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